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「
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
す

一
九
四
八
年
に
第
三
回
国
連
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
五
十

年
に
な
り

ま
す
。

二
十
一
世

紀
を
間
近

に
控
え

、
国

際
社
会
で
は
「
環

境
」

「
平
和

」
、
そ
し
て
「
人
権

」
へ

の
取

り
組
み
の
機
運

が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
内
に
お

い
て
も
、
幅
広
い
人
権

教
育
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
今
年
４

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い
総
合
計

画
で
、
人
権
尊
重
を
最
も
重
要
な
理
念
の
一
つ

と
し
て
位

置
づ
け
ま
し
た
が
、
一
人
ひ

と
り
の
市
民

が
大
切

に
さ
れ
、

す
べ
て
の
差
別

や
偏
見
が
な
く
な
り
、
市
民
の
だ
れ
も
が

心
豊

か
に
、
誇

り
を
持
ち
、
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
ま

ち
「
ま
つ

ど
」
を
築
く
こ

と
を
め
ざ
し

、「
世
界
人
権

デ
ー
」

の
1
2
月
1
0
日
に
人
権
尊
重
都
市
宣
言
を
行
い
ま
す
。

市
民

相
談

室
人

権
担
当
　
3
6
6・
7
3
1
9

番

人 権尊重 都市宣言

優しい心を育むまち　松戸をめざして

人はすべて、かけがえのない平等な存在として尊重され、幸せに生きる権利を

もっ ています。

こ の人類普遍の原理である 基本的人権は、目本国 憲法にも保障さ れ、人権を擁

護する 努力が続けら れてき まし た。

し かし 、今もなお、さま ざまな 人権問題が存 在してお り、その解決は国内 だけ

でなく 世界的な課題になって います。

私 たち は、一人ひとり の個性や 生き方が尊重さ れ、差別 や偏見などによる 人権

侵害 のな い社会の実現を めざして 努力し ます。

世界人権宣言50周年にあ たり、 私たちは、すべての人が安 心し て暮らせるまち

「ふるさ と松戸」を築くこ とを 誓い、ここに 「人権尊重 都市」を宣言します。
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国

内

外

の

人

権

尊

重

の

動

き

二

十

一
世
紀

に
お
け

る
世

界

の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
環
境
」
「
平
和
」
、

そ
し

て

「
人
権
」

と

い
わ

れ
て

い

ま
す

。
一
九
四

八
年

に
第
三

回
国

連
総

会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
決
議
さ

れ
て

か
ら
今

年

で
ち

ょ
う
ど

五
十

年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
に
国

際

社

会

で

は
「
国

際

人

権

規

約

」

「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
「
女
子
差

別
撤
廃
条
約
」
「
児
童
の
権
利
に
関

す

る
条

約

」
等

の

さ
ま

ざ

ま

な
人

権

条
約

が
締
結

さ
れ

る
な

ど
、
人

権
を

尊
重

す

る
機
運

が
高
ま

っ
て

き
て

い
ま

す

。
ま
た

現
在
、

一
九

九
五

年

か
ら
二

〇
〇
四

年
ま

で

の

十
年

間
を

目
的

達
成

期
間
と

す

る

「
人
権

教
育

の

た
め

の
国
連
1
0
年

」

が
国

連
で

決
議

さ
れ

、
世
界

的

に

人
権

教
育

へ

の
取

り

組
み

が
始

ま

っ
て

い
ま

す

。

こ

う
し

た
人

権
尊

重

の
国

際
的

な
潮
流
の
中
、
内
閣
総
理
大
臣
を

長
と
す
る
「
人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
1
0年
推
進
本
部
」
が
設
置
さ

れ
国
内
行
動
計
画

が
策
定
さ
れ
た

の
を
機
に
、
国
内
で
も
広
範
な
人

権
教
育
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
施
策
を
着
実
に
進
め
ま
す

松
戸
市
に
お
い
て
も
、
今
年
４

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い
総
合

計
画
の
中
で
人
権
尊
重
を
最
も
重

要
な
理
念
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
ま
し
た
。
本
年
２
月
に
は
、
市

長
を
本
部
長
と
す
る
「
松
戸
市
人

権
施
策
推
進
本
部
」
を
設
置
し

、

人
権
施
策
の
展
開
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
人
権
尊
重
の
理
念

を
広
げ
る
た
め
に
人
権
尊
重
都
市

宣
言
を
行
い
、
松
戸
駅
東
西
自
由

通
路
に
市
民
の
人
権
情
報
の
発
信

を
支
援
す
る
人
権
情
報
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
ほ
か
、
昨
年
策
定
さ

れ
た
「
人
権
施
策
に
関
す
る
基
本

広報まつど8月25日号で「人権尊重都市宣言」のサブタ

イトルを募集しましたが、締め切りまでに34人から42件の

応募があり ました。ご応募 ありがと うご ざい ました。

9月28日に選考委員会を開いて選考を行った結果、優秀

作品には新松戸在住の中山光江さんの作品「優しい心を育

むまち　松戸をめざして」が選ばれました。また、佳作に

は上田貴代子さん(上本郷)、田中基六さん(新松戸)、辻井

啓一 さん（南花島）の作品 が選 ばれました。

心の優し い人だちと 地域社会が一つ

の輪のよう になれたら 、素晴らしい世

の中 になる のではないかし らと思い 、

応募しまし た。

優秀作品に選ばれて驚きました が、

大変うれし ＜思ってい ます。中山光江さん

方
針
」
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
行

動
計
画
を
つ
く
る
た
め
の
指
針
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
今
年
度
は
改
正
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
の
施
行
を
先
取
り
し
、

市
役
所
と
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
の
措
置
を
講

じ
ま
し
た
が
、
来
年
度
以
降
も
市

職
員
の
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め

に
人
権
研
修
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

市
職
員
の
採
用
試
験
に
お
け
る
国

籍
条
項
の
撤
廃
に
つ
い
て
も
職
種

の
拡
大
を
進
め
る
な
ど
、
人
権
施

策
を
着
実
に
進
め
る
予
定
で
す
。

一
人
ひ
と
り

の
市
民
が
大
切
に

さ
れ
、
す
べ
て
の
差
別
や
偏
見
が

人 権 関 連 行 事 一 覧

な
く
な
り
、
市
民

の
だ
れ
も
が
心

豊
か
に
、
誇
り
を
持
ち
、
い
き
い

き
と
生
活
で
き
る
ま
ち
「
ま
つ
ど
」

を
築
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
ま

ち
に
人
権
を
尊
重
す
る
「
人
権
文

化
」
を
根
づ
か
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
回
、
世
界
人
権
宣
言
五
十
周

年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
人
権
尊

重
の
理
念
を
広
げ
る
た
め
「
人
権

尊
重
都
市
宣

言
」
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
人
権
施
策
を
着

実
に
進
め
る
た
め
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
と
市

が
力
強
く
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
心
よ
り
お
願

い
し
ま
す
。

行　事　名 日　時 会　場 主　な　内　容

①世界人権宣言50 周年

全国キャン ペーン 千葉

県内 活動　　・

11/27金午後2時

50分～3時50 分

松戸駅および

松戸市役所

街頭 啓発およ び人権 宣言50 周 年記念 署

名旗への市長 の署名

②街頭演奏会
12/4金

午前11時～正午

松戸駅東西連

絡通路
幼稚園児に よる 演奏会お よび啓発活動

③なく そう 差別・県民

ひろば

12/7月午前9時～

午後3時40分

佐倉市志津コ

ミュニティセ

ンター

剛 人 権教育 啓発 推進 センタ ー理 事長 ・

宮 崎繁 樹氏 の 講 演「 世界人権宣 言と 日

本の人権」ほか

④　設人権相談
12/8火午前11時

～午後3時

伊勢丹松戸店11

階特別会議室

家庭問題(親子・相続等)、借地・借家、

差別・いじ め等の人 権問題

⑤人権 一同 和問題講演

会

12/8火午後1時30

分～4時30 分
千葉市民会館

東京大学教授･ 横田洋三氏「世界人権
宣言と人権教育」

⑥人権講演会
12/9水午後1時30
分～3時30 分

市民劇場 講師＝人権擁護委員･上野弘一郎氏

⑦ 世界 人権 宣 言50 周

年記念成人講座公開講

演会　 ※

12/15火午後1時

30 分～3時30分

稔台市民セン

ター

ＨＩＶと人権・情報センター全国事務

局長 ・五島 真理為氏 「エ イズと人 権～

ともに生きる 社会の実現のために」

⑧人権関 係図 書の展示
11/28土～

12/10木

図書館本館、稔

台･ 八柱分館
「人権」を考える本の展示と貸し出し

費用無料〔③のみ一般3,000 円 ，学生・障害者( 介助者)・65歳以上1,000 円]

※⑦は定員先着50人 、電話で矢切公民館　368-1214 番へ

③⑤市民相談室人権担当　366-7319番、②④⑤援護課庶務係　366-7347番､⑦矢切公

民館　368-　2　4番市立図書館　365-51　5番

人口と世帯

人 権 擁 護 委 員
人口462,430 人　　　［+  133 ］

男234,175 人　　　［十　62 ］

女228,255 人　　　［十　71 ］

世帯　177,866 世帯［＋　147］

委　員　名 住　所 電　話

有坂　 星子 金ケ作306 387-5055 番

和田　 康男 松戸新田18 の4 362-7853 番

高橋　 むつき 上本郷2334 の6 367-1404番

鈴木　 一夫 ニツ木144 の2 341-0192 番

瀧田　 泰子 上本郷3730 362-2683 番

山田　 英夫 小山265 362-8886 番

沖　　 英雄 松戸1488 361-0888 番

南雲　 祥子 上本郷3212 362-5037 番

長谷川　 智 馬橋1858 341-5231 番

上野　 弘一郎 胡録台317 の4 363-4625 番

若林　 桂子 ニツ木1688 345-3840 番

例年、12月4日から10日までの1週間を「人権週間」として人権尊重の

理念の普及を図つてきましたが、今年は特に12月を｢ 世界人権宣言50周年

・人権擁護委員制度50 周年記念月間」とし て 、さ まざ まな人権関連行事を

行っています。

この機会に人 権につい てもう 一度考え 、皆さんがこ れは人 権問題ではな

主な内容

いかと感じ たこと や困リご と 、心配ご と 、子どものいじ めの問題での悩み

ご となど があり まし たら 、人 権擁護委員に遠慮なくご相 談＜ださ い。相談

は無料で 、秘密は固＜守られます。また 、千葉地方法務局松戸支局( ？363

②

③

④

新市議会議員を紹介します

国分川ワークショップ報告会

ゆうまつどフェスク98 を開催
-6278 番) でも相談を受け付けています。

※定例の人権相談については 、広報まつど の相談案内をご覧く ださい。
ＮＨＫのど自慢

[暦援護課庶務係？366-7347 番
⑤

⑥⑦

観覧者・出場者を募集

情報チャンネル

囗
は
前
月
比

優
し
い
心
を
育
む
ま
ち
、
松
戸
を
め
ざ
し
て

人権尊重都市宣言サブタイトルは
「優しい心を育むまち　松戸をめざして」に

12月は、世界人権宣言50周年・人権擁護委員制度50周年記
念月間

考えよう　あなたの人権　わたしの人権-世界人権宣言50周年-

21世紀にふさわしい人権意識を育てよう

11 月１日現在

毎月5日･15日･25日発行No.988



平成10 年11 月15 日に行われた選挙の結果、

新しい市議会議員が決まりました。

私たち市民の代表として、重要な役割を担

う46人の皆さんを紹介します。

掲載順序は右上から縦に50 音順、年齢は投

票日現在、所属党派は立候補届け出によるも

(敬称略)の で す 。

無　所　属

広報

私たち市民の代表

新市議会議員を紹介します

1998 年(平成10 年)11月25日

山

沢
　
　

誠
　
4
8
歳

公　明　党

町
山
　

宏

之
　
5
1
歳

無　所　属

富
澤
　

凡

一
　
6
8
歳

無　所　属

末
松
　

裕
人
　
3
4
歳

小

沢
　

暁

民
　
5
7
歳

池
田
　
　

清
　
6
1
歳

無　所　属 無　所　属 無　所　属

湯
浅
泰

之
助
　
7
6
歳

松
井
　

貞

衞
　
5
3
歳

中
川
　

英
孝
　
5
1
歳

杉
浦
　

正

八
　
6
1
歳

草
島
　
　

剛
　
3
1
歳

石

井
　
　

清
　
5
9
歳

吉
岡
　

五
郎
　
4
9
歳

松

崎
　

国
忠
　
6
1
歳

中
田
　
　

京
　
4
5
歳

杉
浦
　

誠
一
　
4
9
歳

工

藤
　

鈴
子
　
4
5
歳

石
井
　
　

弘
　
4
5
歳

伊
藤
余

一
郎
　
5
6
歳

小
林
　

健
治
　
5
7
歳

鈴

木
　

正
夫
　
6
5
歳

中
村
多

賀
子
　
5
3
歳

箕

輪
　

信

矢
　
3
1
歳

吉
野
　

信
次
　
5
5
歳

淀
　
　
裕
一
　
4
2
歳

向
井
　

俊
子
　
6
5
歳

二

階
堂
　

剛
　
4
4
歳

関
川
　

和
則
　
5
8
歳

桜
井
　

秀
三
　
4
9
歳

岩
堀
　

研

嗣
　
2
6
歳

大
川
　

一
利
　
5
3
歳

佐

藤
　

恵
子
　
5
2
歳

田

居
　

照
康
　
4
9
歳

糠
信
　

作
男
　
6
1
歳

元
橋
ス
ミ
子
　
7
4歳

渡
辺
　
　

昇
　
6
5
歳

渡
辺
美
喜
子
　
5
0
歳

山
口
　

博
行
　
4
7
歳

は
せ

が
わ
　
　み
つ
る

長

谷

川
　

満
　
5
1

歳

た
か
は
し
　
　
た
え
こ

高

橋
　

妙

子
　
5
4

歳

沢
間

俊
太
郎
　
5
0
歳

岡
田
　
　

脩
　
6
3
歳

岡
本
　

和
久
　
5
9
歳

渋
谷
　

和
昭
　
5
2
歳

た
に
ぐ
ち
　
　
　
　か
お
る

谷

口
　
　

薫
　
6
3

歳

ふ
じ
い
　
　
ひ
ろ
ゆ
き

藤

井
　

弘

之
　
4
0

歳

公　明　党 新社会党 無　所　属

無　所　属無　所　属
--

日 本 共 産 党
無　所　属日本共産党公　明　党

無　所　属 自由民主党 公　明　党 無　所　属 公　明　党 無　所　属

青年自由党

日本共産党

無　所　属

日本共産党

無　所　属

公　明　党 公　明　党 無　所　属 無　所　属 社会民主党

無　所　属

無　所　属無　所　属社会民主党日本共産党

無　所　属 日本共産党 無　所　属

自由民主党 公　明　党 無　所　属 無　所　属 日本共産党

/ 男 女 計

当日有権者数 181,374人 177,215人 358,589人

投票者数 75,853人 84,983人 160,836人

投　票　率 41.82％ 47.95％ 44.85％

松戸市議会議員一般選挙

投票率は、44.85%

市選挙 管理委員会事務局　366-7386 番

無　所　属



広報

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

第
七
回

介
護
保
険
制
度
の
財
源
に
つ
い
て

介
護
保
険
準
備
室
　
3
6
6
・
7
3
7
0
番

今
回
は
、
介
護
保
険
制
度
の
財
源

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
財
源
は
、
五
〇

％
を
保
険
料
で
、
残
り
の
五
〇
％
を

税
金
等
の
公
費
（
国
二
五
％

、
県
一

一
・
五
％
、
市
一
二
・
五
％
）
で
賄

わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
国

が
負
担
す
る
二
五
％

の
う
ち
五
％
に
つ
い
て
は
、
七
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
加
入
割
合
や
六

十
五
歳
以
上
の
人
の
所
得
水
準
の
違

い
に
よ
り
調
整
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
と
徴

収
方
法

第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以

上
の
人
）
が
納
め
る
保
険
料
は
、
政

令
に
よ
り
定
め
る
保
険
料
率
の
基
準

に
沿
っ
て
、
中
期
的
（
三
年
）
な
見

川井敏久

市議会議員選挙

雪

の

便

り

が
各

地

か

ら

届

き

、

本

格

的

な
冬

が
訪

れ

よ
う

と

し

て

い
ま

す

。

1
1月
1
5
日

、

松

戸
市

議

会

議

員

選

挙

の

投
票

が
行

わ

れ

、
即

日

開

票

の

結

果

、
四

十

六

人

の
議

員

が

選

出

さ

れ

ま
し

た

。

今

後
四

年

間

の
市

政

を
託

す

議

員

の

皆

さ

ん

の

活

躍

を

大

い
に

期

待
し

て

い

る
と市議会議員選挙の開票風景

し

ま
す

。

な

お
、
健
康

保
険

組
合

の
場
合

は
、

保
険
料
の
半
分
を
事
業
主
が
負
担
し
、

国

民
健

康

保
険

の
場
合

は
、

保
険
料

と

同

額
の
国

庫
負

担

が
あ
り
ま

す

。

第一号被保険者の保険料算定区分

区　分 対　　象 保　険　料

第1 段 階 老齢福祉年金受給者 基準額×0.5

第2 段 階 住民税非課税（世帯） 基準額×0.75

第3 段 階 住民税非課税者（本人） 基準額

第4 段 階 住民税課税Ｉ 基準額×1.25

第5 段 階 住民税課税Ⅱ 基準額×1.5

参考：厚生省では 、平成12年度の基準額を1人当たり

2,500 円程度と試算しています。

か
か

り
つ
け
医
に
つ

い
て

介
護
保
険
制
度
で
は
、
か
か
り

つ
け
医
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
医

療
機
関
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に

、

日
ご
ろ
か
ら
自
宅
の
近
く
に
か
か

り
つ
け
医
を
決
め
て
お
く
こ
と
を

心
掛
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ろ
で
す
。

前
回
の
市
議
選
に
比
べ
投
票
時

間
が
二
時
間
延
長
さ
れ
、
不
在
者

投
票
も
最
寄
り
の
支
所
で
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

前
回
の
約
三
倍
の
不
在
者
投
票
が

あ
り
、
投
票
率
は
四
四
・
八
五
％

で
、
四
年
前
の
市
議
選
の
四
四
・

八
三
％
と
比
べ
る
と
、
ほ
ん
の
わ

ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
６
月
の
市
長
選

挙
は
三
二
・
○
○
％
と
い
う
投
票

率
で
、
市
長
選
も
市
議
選
も
国
政

の
選
挙
に
比
べ
て
低
い
投
票
率
で

し
た
。
最
も
身
近
な
こ
れ
ら
の
選

挙
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
も
っ
と

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
五
十
六
人
の

みんなでつくった「川づくり」

ワークショップ報告会

市民と行政が一緒になって、国分川の多自

然型川づくりを考えた「ワークショップ報告

会 」を 開催し ま す。

立
候
補
者
の
う
ち
、
現
職
・
元
議

員
の
三
十
五
人
に
対
し
、
新
人
は

二
十
一
人
で
し
た
。
ま
た
、
当
選

議
員
の
う
ち
、
新
人
議
員
は
十
二

人
で
過
去
に
例
を
見
な
い
多
さ
で

す
。
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
感
じ
た
こ

と
は
女
性
の
目
覚
ま
し
い
躍
進
で

す
。
十
二
人
の
立
候
補
者
か
ら
八

人
が
当
選
し
、
改
選
前
の
三
人
か

ら
大
幅
な
五
人
増
と
、
女
性
議
員

の
進
出
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
松

戸
市
が
め
ざ
す
男
女
共
同
参
画
社

会
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
男
女

が
共
に
そ
の
有
す
る
能
力
を
発
揮

し
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

議
会
に
参
画
し
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
選
挙
か
ら
議
員

これからの国分川の「川づくり」に一緒に

参 加し ませ んか。

たくさんの皆さんの来場をお待ちしていま

す 。

河川課河川係　366-2941 番

国分川の模型を作る流 域の小中 学生

(模型づくりワークショップから)日時…12月５日土午後2時～5時

会場…森のホール21レセプションホール

内容…第1部　国分川ワークショップの紹介

ワークショップの参加者が､ その取り

の
定
数
は
、
改
選
前

の
四
十
八
人

か
ら
四
十
六
人
へ
の
二
人
減
に
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
数
の

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
に
よ

り
、
市
議
会
の
議
決
を
得
て
改
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。
自
治
体
の
財

政
悪
化
が
深
刻
化
し
て

い
る
昨
今

で
す
が
、
こ

の
英
断

に
私
は
市
長

と
し
て
感
激
し
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
。松

戸
市
の
財
政
状
況
は
、
現
在

極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

断
行
し
、
議
会
を
は
じ
め
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
体
に
な
っ
て
こ
の
難

局
を
乗
り
切
っ
て

い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

す
。

｢谷津の自然を受け継ぐ多様な水辺空
組みと成果についてスライドや模型など

圜を持つ川づくリ」をテーマに、昨年の
を 使っ て紹介し ます。

秋から5 回にわたリワークショツプを開

催し 、国分川の獅子舞橋から黎明橋区間

第２部　国分川｢川づくり｣フォーラム

これからの国分川とのつきあい方につ

（約1.2㌔）について、流域の小中学校・
いて、ワークショップの参加者が作成し

た「 おつ きあ い 企画 書」をも とに「ワ ー

町会・河川愛護団体・公募の市民の皆さ
クショツプ」「多自然」「環境学習｣のそれ

んと専門家・行政が一緒に取り組み、こ
ぞれの観点から今後の取り組みについて

れからの国分川の「川づ＜リ」を考えて考え ます。

き まし た。費用…無料

選
挙
戦

終
り
し
静
寂

木
の
葉
舞
ふ

市民の皆さんの声を直接お聞きするた

め、市長室直通のファックスと、市長専

用のメー ルボック スを設置し てい ます。

市政に関して感じていることや建設的

なご意見をお寄せください(10 月末現在

のファックス受信件数は511件、直通メ

一ルの受 信件数は34 件)。

FAX 366-2301 番

メールアドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne. jp

年

金

受

給

者

が

亡

く

な

ら

れ

た

ら

速

や

か

に

届

け

出

を

老

齢
年

金
な

ど
の
年

金
受

給
者

が

亡
く

な
ら

れ
た

と
き

に
は
、

遺
族

の

人

は
国
民
年

金
受

給
権

者
死
亡

届
を

提
出

し

な
け
れ

ば
な
り

ま
せ

ん
。

こ

の
届

け
出

を
遅

れ
だ
け
忘

れ
た

り
す
る
と
、
年
金
を
受
け
る
権
利
が

な

い
の

に
受

け
取

っ
て

い
る
こ
と

に

な
り
ま
す
。
受
け
取
り
過
ぎ
た
金
額

は
、
遺

族
の
人

が
返
還

す

る
こ
と

に

な

り
ま

す
の
で

、
死
亡

の
届

け
出

は

速

や
か

に
行

っ
て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
年
金

は
死
亡

し
た

月
分

ま

で

支
払

わ
れ
ま

す

の
で
、
受

け
取

っ

て

い
な

い
場
合

は
、
同

居
し

て

い
た

遺

族

の
人

が
国

民
年

金
未
支

給
年

金

支
給

請
求

書
を
提
出
し
て

く
だ
さ

い
。

国
民

年
金
課

給
付

係
　
3
6
6・
7
3

5
2

番

年

末
年

始
の

事

業

資

金

を

融

資

し

ま

す

市
で
は
中
小
企
業
者
に
設
備
資
金

お
よ
び
運
転

資
金
な
ど
の

融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。

制
度
の
内

容
に
つ
い
て

は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
で

き
れ
い
な
空
に

年
末
年
始
の
中
小
企
業
融
資

事 業 名 申 込 期 限

早期貸付

(1,000万円以内)

※年内貸付を希

望する場合

12/1火

(新規･ 有担保)

一般貸付

(1,000 万円超)

12/1火

12 月融資分

12/25金

1月融資分

年
末

の
資
金
を
融
資
（
季
節
商
品
仕
入

・
ボ
ー
ナ

ス
支
給
等
の

一
詩
的
資
金
）

1
1月

か
ら
１

月

は
、
空
気

が
特

に

汚

れ
や
す

い
時
期

で
、
七
都
県
市
（
東

京

都

・
千
葉
県

・
神
奈
川
県

・
埼
玉

県

・
千

葉
市

・
横

浜
市

・
川

崎

市
）

で
は
冬
期
自
動
車
交
通
量
対
策
「
ぐ

る

っ
と

青
空

キ
ャ

ン

ペ
ー
ン
」

を
実

施

し
て

い
ま

す
。

た

っ
た

一
日

一
台

の
車

を
減

ら
す

だ
け
で

、
ず

い
ぶ

ん
空
気

が
き

れ

い

に
な
り

ま
す

。
不
要

不

急
の
自
動

車

の
使
用

を
控
え

、
環

境
に

や
さ
し

い

運
転
を

心
掛

け
て
く

だ

さ

い
。

ま
た

、
地
球

温
暖
化

防
止

の
た

め
、

暖

機
運

転

や
駐
停
車

時

の
ア
イ

ド
リ

ン
グ
を
止
め
る
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト

ッ

プ
運

動
」

に
も

、
ご
協

力
を

お
願

い
し
ま

す
。

環
境
保
全
課
大
気
騒
音
係
　
3
6
6
・

融資

限度額
100万円以内

融資利率 2.6％(保証協会の保証付き)

融資期間 6ヵ月以内

償還方法 割賦償還または一括償還

申込期限 12/1火

商
工
観
光
課
融
資
係
　
3
6
6
・
7
3

2
7
番

納

期
内

の

納

付

に

ご
協

力

を

1
1
月
3
0
日
月
は
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
（
第
三
期
）
の
納
期
限
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

収
納
課
管
理
係
　
3
6
6
・
7
3
2
5

番

教

育

委
員

会

会

議

を

開

催

1
2
月
３
日
木
午
後
３
時
3
0
分
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会

議
室
　
議
案
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
教
育
委
員
会
総
務
課
　
3
6
6
・
7
4

6
0
番

「
こ
の
ま
ち
に
人
権
文
化
を
築

く
た
め
に
」
は
、
休
載
さ
せ
て

い

た
だ
き
ま
し
た
。

市長室・発

1998 年(平成10年)11月25日

直
し
に
基
づ
き
市

が
設
定
し
ま
す
。

ま
た
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担

を
求
め
る
観
点
か
ら
五
段
階
の
「
所

得
段
階
別
保
険
料
」
を
設
定
し
て
、

低
所
得
者
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
一

方
、
高
所
得
者
の
負
担
は
所
得
に
応

じ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

徴
収
方
法
と
し
て
、
一
定
額
以
上

の
公
的
年
金
（
月
額
三
万
円
程
度
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
）
を
受
給
し
て

い

る
人
は
、
そ
の
年
金
か
ら
の
天
引
き

で
徴
収
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、

市
が
個
別
に
徴
収
し
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者

（
四
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
で
、
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
）
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
の
保

険
者
が
医
療
保
険
料
と
一
緒
に
徴
収

国分川の「川づくり」

■国分川「川づくり」ワークショップ

では…

No.50



※は公募委員です。　（敬称略・50 音順）

少

年

を

薬

物

か

ら

守

り

ま

し

ょ
うシ
ン
ナ

ー
や
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬

物

は
、
脳
や
中
枢
神
経
を
侵
す

た
め
、

乱
用
す
る
と
幻
覚
や
妄
想
な
ど
の
神

経
障
害
に
陥
り
、
放
火
や
殺
人
な
ど

の
凶
悪
事
件
を
引

き
起
こ
す
原
因
と

も
な
っ
て

い
ま
す
。

薬
物
の
な

い
健
全
な
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
乱
用
者

を
発
見
し
た
と
き

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
も
し
く
は
交

番
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

松
戸

警
察

署
　
3
6
9・
0
1
1
0

番
、

松
戸

東
警
察

署
　
3
4
9・
0
1

1
0

番

広報

市制施行55 周年記念`

男女共同参画　　　 ｊ

プラン策定記念，

今年度から新たにスタートした男女共同参画プランの取り組フェスタに来て
みの一環として、「ゆうまつどフェスタ’98」が11月28日(土)・

29日(日)の2日間にわたり開催され多彩なイベントが行われます。

それぞれの分野で活躍する市内在住のイキイキすてきな女性

一人の女性として「輝く｣ための

ハウツーをとりこもう！
たちが、女性問題に気付き、考え、そして解決に向けて行動し

ていくための情報・自分らしく輝くための情報を発信します。

女性センターゆうまつど　364-8778 番１日 目

松戸の女性～トーク＆トーク～
「母・妻だけでなく　 ひとりの女性 として輝く」

第2 部会場…市民劇場

費用…入場無料（申し込み制）

地域活動・子育て支援・女性起業家等松戸※保育あり（先着20 人）、手話あり

市在住のすてきな女性たちが自分らしく輝く午後2 時15 分～3 時30 分電話で女性センターゆうまつど　364 ―8778 番へ
ため の情 報を 発 信しま す 。

コーディネーター…石上瑠美子氏（松戸市民劇団団長）第1部　座・マミーズの演劇「ゲキ白！　子育て」
松戸で輝いているすてきな女性のトーク＆トークに係わること

になり、ワクワクしています。女性の社会参加のネックは子育て

と介護です。よい情報がたくさん吸収できるといいですね。
午後1 時40 分～2 時10 分

パネリスト…伊東由紀氏（「共慟の場 すずな」スタッフ）

「生き続ける」「住み続ける」ことは、「そこが生活の場であリ

続ける」こと。それは、「そこに仕事」があること、という呼び掛

けで始まった『共働の場すずな』。日々 、時間に追われながらの

お弁当作りです。

マミーズ・ネットは、新潟県上越市の育児グルー

プ連絡会で、子育て環境をよりよくするため、さま

ざまな活動をしています。

その一つに、座・マミーズの演劇があります。ア

ンケートで、子育て中のママの生の声をひろい、つ

らいことや悩みなどを「ゲキ白！　子育て」という

劇にまとめています。役者は、幼い子を持つ人たち

です。平凡に暮らしているはずの私たちが感じてい

る「生きにくさ」のようなものはいったい何？

一緒に考えてみませんか。

パネリスト…川本久美惠氏（株式会社ウェスタ代表取締役）

熱演する「 座・マミーズ」 ４児出産後、立教大学法学部を卒業。大手不動産会社を経て、

1995 年７月、生活者の視点に立つ不動産業を目指し、株式会社

ウェスタを設立。“ウェスタ はローマ神話の“かまどの女神”。

現在、社員は女性のみ。

パネリスト…佐藤若子氏（ステンドグラス作者）

育児と家事の毎日の中で、自分だけの時間をステンドグラス制

作にみつけた。今年で８年目となり、先生の店を手伝いながら独

立を目指して勉強中。中学1年生を頭に３人の子どものお母さん。

日時…11月29日(日)

午前9時～午後5時

会場…女性センターゆうまつど

費用…無料

市内の各女性団体による講演会・人

パネリスト…中里えみ子氏（保育コーディネーター）形劇・料理教室など各種イベントが行

女性センターの一時保育者養成講座終了生による一時保育グル

ープで、講座や講演会の保育を引き受けている。

子育て中の女性の社会参加を応援中。

子育てなど一緒に考えまし ょうわ れます 。

※トーク＆トーク終了後、会場の皆さんと実行委員との交流会を予定しています。

会
場
案
内
図

●
市
民
劇
場

…
松
戸
駅
西
口
か

一

ら
徒
歩
五
分

・

女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

…
松
戸
駅
西
口
か
ら
徒
歩
五
分

※
い
ず
れ

も
県
道
松
戸
野
田
線

沿
い
で
す

。

※
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ

ん
。
電

車

・
バ

ス
を
ご
利

用
く
だ
さ

い

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

場 所 時　間 内　　　　 容

ホール

午前10 時～正午 一時保育グループ・ぼけっと「家族みんなで遊ぼうよ！」（人形劇）

午後1 時～4 時 まつど女性会議「松戸のまちの彫刻を女性の視点でみてみよう」

午後4 時～5 時 松戸市婦人団体連絡会「私は男女平等を憲法に書いた」(ビデオ上映）

和　室
午前10 時

～午後2 時
ラレ ーチエ・リ ーグ松戸「楽しく母乳育児をし ませんか 冂

研修室
午前10 時～正午 あ かねの会「夫婦別姓と家族の歴史を追う 」　　　・

午後1 時～3 時 松戸の女性 センタ ーを考 える会ほか4団体「わたし乗る人 、かつぐ人」

実習室
午前10 時

～午後2時

あい ゆう会｢ ‾お父さ んと子ども の料理教室｣　 定員先着10 組

電話で女性センターゆうまつど　364－8778番へ

２　階

ロビー

午前9 時

～午後5時

松戸市婦人 グル ープ 連絡会 厂作品展」

※展示期間＝11 月25 日水～11 月29 日日

松
戸
市
男
女
共
同
参
画

推
進
協
議
会
が
発
足

本
年
４
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
松

戸
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に

掲

げ
る
市

民
の
役

割
を

具
体

的
に

検
討

し

、
よ

り
実

効
性

の
あ

る
計

画

と
し
て
推

進
す

る
た
め
、「
松

戸

市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
」

が

発
足
し

ま
し

た
。

推
進
協
議
会
の
委
員
に
は
、
各

界

で
活
躍

さ

れ
て

い
る
十
人

、
ま

た

市
民
の

中

か
ら

一
般

公
募

に
よ

っ

て
四
人

の

、
計

十

四
人

が
選
ば

れ
ま
し

た
。

1
1月
２

日

、
第

一
回

の
会

議
が

開

か

れ
、
市
長

か
ら

各
委
員

に
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
会
議
は

公
開

と
す

る
こ

と
な
ど

今
後

の
運

営
方

針

が
決

ま

り
ま
し

た

。

女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

3
6
4
・
８
７
７
８
番

※
「
松
戸
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン

」

を
女

性

セ
ン

タ

ー
お
よ
び

・
市

役
所
行

政

資
料
セ

ン

タ

ー
で

頒

布

（
一
部

五
百
円

）
し

て

い

ま
す

。

松戸市男女共同参画推進協議会委員

氏　名 職　業　等

石渡　 薫 ※ 無職

伊藤 裕子 聖徳大学教授

榎本　孝芳 松戸まちづ<ﾘ 連絡協議会副代表幹事

大江　真澄※ 無職

大川　悦子 子ども会育成会連絡協議会書記

小野　恵子 女 性 セ ン タ ー 運営 協 議 会委 員

佐川　 旭 ※ 建築研究所代表

神　惇子
第３次松戸市女性行動計画推進

協議会起草委員 、県立高校教諭

鈴木　伸一
第３次松戸市女性行動計画推進

協議会副会長 、塗装店 代表

長濱　和代※ 育児サークル・ハローキッズ代表

中村　三千香 '98市民フ ォーラム実行委員長

藤田　和美 お 茶の 水女子大 学大学 院博 士課程

船橋　邦子
第３次松戸市女性行動計画推進

協議会会長 、大阪女子大学教授

毛利　多 壽子
女性セン ター運営協議会会長 、

まつど女件会議事務局長

警
察
署
か
ら
の
お
願
い
。

交

通

事

故

防

止

に

ご

協

力

を

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
、
交
通
量

の
増
大
等
で
例
年
事
故

が
多
発
し
ま

す

。「
安
全

確
認
」
を
励
行
し

、
交

通
事
故
防
止
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

犯

罪

捜

査

に

ご

協

力

を

事
件
に
つ
い
て
、
お
心
当
た
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
。
事
件
に
関
す
る
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
警
察
官
が
聞
き
込
み
捜
査

で
お
伺

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

ゆうまつどフェスタ’98　　　　　　　　　　.....･."７・－"'贋ま梟と1冫 エコ溌?肺
こ

2日目

日時…11月28日土

午後1時30 分～3時30分〔第1部・2部〕

(開場午後1時から)

1998 年(平成10年)11月25日
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市
制
施
行
5
5周
年
記
念

森
の
ホ
ー
ル
2
1で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
公
開
録
画
が
平

成
1
1
年
１
月
1
0
日
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
森
進
一

さ
ん
と
坂
本
冬
美
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
観

覧
・
出
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
歌
声
を
森
の
ホ
ー
ル
2
1の
大
ホ
ー
ル
で
響
か
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
　
0
4
3
・
2
2
7
・
7
3
1
1
番
、
森
の
ホ
ー

ル
2
1
　
3
8
4

・
5
0
5
0
番

森進一さん坂本冬美さん

公
開
録
画
日
平
成
1
1
年
１
月
1
0

日
日
午
後
ｏ
時
1
5
分
開
演
（
開
場
午

前
1
1
時
）
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
（
松

戸
市
千
駄
堀
六
四
六
の
四
）
　
主
催

松

戸
市

文
化

振
興

財
団

・
松
戸
市

・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
千

葉

放
送
局

観
覧
を
希
望
す
る
人

1
2
月
1
0
日
木
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
左
記
ハ
ガ
キ
要
領
で

記
入

し
、

申
し
込

み

く
だ

さ

い
。

※
ハ
ガ
キ
ー
枚
で
一
人
分
。
応
募
者

多
数

の
場

合
は
抽
選
と

な
け
ま

す

。

会 場 案 内 図

出
場
を
希
望
す
る
人

応
募
資
格
十
五
歳
以
上
の
人
（
中

学
生
を
除
ぐ
）

1
2
月
1
0
日
木
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
左
記
ハ
ガ
キ
要
領
で

記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
ー
枚
で
一
人
ま
た
は
一
組

分
。
二
百
五
十
組
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
で
予
選
会
を
行

い
ま
す
。

※
出
場
と
観
覧
の
申
し
込
み
先
が

異
な
り
ま
す
。

※
記
入
項
目
に
不
備
が
あ
っ
た
場

合
は
、
受
け
付
け
で
き
な

い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

12/4(金)～6(日)

健 康 福 祉 会 館

ふ れあ い22

障害者自らの自立と社会参加への意欲や、市民の障害者問題に

対する理解と認識をより高めるため、福祉作業所等14団体が参加

して、健康福 祉会館 ふ れあい22 で啓 発、広 報活動等 を行い ます。

しあわせ課　366-7348 番、

健康福祉会館　383-0022 番

小
・
中
学
生
観
光
絵
画
展

市

内
の
小

・
中
学
生
を
対
象
に
観

光
絵
画
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
今
年

も
た
く
さ
ん
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

入
選
作
品
を
次
の
と
お
り
展
示
し

ま
す
。

期
日
1
1
月
2
7
日
金
～
1
2
月
３
日
木

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
会
場

市
役
所
一
階
本
館
新
館
連
絡
通
路

入
選
者
〔
小
学
生
の
部
〕

市
長
賞
＝
小
林
孝
太
（
北
部
小
）
、

清
瀬

啓
（
殿
平

賀
小

）
、
浅

野
利
佳

子

（
相

模
台

小
）
、

立
石
麻

子

（
新
松

戸

会場となる健康福祉会館ふれあい22

●
福
祉
バ
ザ
ー

1
2
月
４
日
金
～
６
日
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時

会
場
正
面
駐
車
場

内
容
手
作
り
の
品
・
雑
貨
・
野
菜
・

鉢
花
な
ど

※
昨
年
と
場
所
が
変
更
に
な
っ
て
い

ま
す
。

●
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会

1
2月

５
日
田

午
前
1
0
時

～
午

後
３

時

会
場
三

階

ホ

ー
ル
　

内

容
セ
ン

タ
ー
登
録
団
体
に
よ
る
交
流
会
な
ど

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

①
1
2
月
５
日
土
②
1
2
月
６
日
日
の

各

午
前
1
0
時
～

午

後
３
時

会

場

①

コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
広

場

②
正

面

駐
車

場
内
容
①
腹
話
術
・
手
品
②
小
金

囃
子

・
六
実
太

鼓

・
ふ

れ
あ

い
太
鼓

・
消
防

音
楽

隊
の
演
奏

西
小

）
、

中
村
真

奈
美

（
小
金

小
）
、

小

島
沙

織

（
中
部
小

）
　

観

光

協
会

長
賞
＝
牧
山
珠
果
(
上
本
郷
第
二
小
）
、

小

島

ゆ
ぎ
美
（
松
ケ

丘
小
）
、
鈴

杢

来

洋
（
横
須
賀
小
）
、
江
澤
沙
弥
（
栗
ケ

沢
小
）
、
田
辺
佳
奈
（
柿
の
木
台
小
）

牛

山
知

也

（
殿
平
賀

小
）

入

選

者

〔
中

学

生

の

部

〕

市
長

賞

＝
渋
谷

詩
織

（
第
二

中
）
、

鷲
津
麻
結
（
小
金
甲
）
　
観
光
協
会

長
賞
＝
阪
口
洋
子
（
栗
ヶ
沢
中
）
、

阿

部
卯

月
（
小
金

北
中

）
　〔
敬

称
略

〕

商
工

観

光
課

観
光
係
　
3
6
6・
7
3

2
7

番

身体障害者
ディサービス事業を開始

図内案場会

※臨時駐車場(アルトピア)が利用できます

●
J
R
武
蔵
野
線
新
八
柱
駅
・
新
京
成
八

柱
駅
か
ら
新
京
成
パ
ス
「
牧
の
原
団
地
」

行
き
で
『
牧
の
原
団
地
』
下
車
徒
歩

三
分

※
八
柱
駅
か
ら
の
路
線
パ
ス
に
は
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

活動内容/教室名 曜日/時間

創作活動

絵手紙教室 水曜日/午後

手工芸教室 水曜日/午後

水彩教室 月曜日/午後

油絵教室 火曜日/午後

立体折り紙教室 木曜日/午前

書道教室 金曜日/午後

指編み教室 金曜日/午後

墨絵教室 日曜日/午前

機能訓練

機 能訓 練お よび創

作 教 室
月曜日/午後

スポーツ・レクリエーション

車い すダンス 日曜日/午前

社交ダンス 木曜日/午後

社会適応訓練

パソコン教室
木曜日/午後

土曜日/午後

障害を持つ人 の自立を図る ため 、

通所 による 創作 活動 や機能 訓練 を

行い ます。 また 、生 きがい を高 め

るこ とを目的にさ まざ まな 事業( 入

浴 ・給食を 除く) を 行い ま す。

ぜ ひ 、ご 参加 ＜ださ い。

会場 …障害 者福 祉セン ター( 健 康

福 祉会館 ふれあ い22 内)

対象 …市内 在住 で身 体の不 自由

な人

※機 能訓練 は､ おお む ね18 歳以 上

で 医療的 な管 理が 終了 し た人 、

他 の施設 など で訓練 を受 けて い

な い人 が対象 です。

電 話また はフ ァッ クスで 障害 者

福祉センター　383-7111番FAX

383 一7810 番 へ

し

も
や
け

251

し

も

や
け
は
、

秋
か

ら
春

に
か

け

て
の
気

温

が
摂

氏
四

～
五
度

の

時
期

に
、

一
日

の
う
ち

で
温
度

差

が
十
度
以

上
と
大

き
く

な

る
と

発

症
し

や
す

く
な
り

ま
す

。
温
度

差

が
大

き

い
と
、
手

足

な
ど

の
露

出

部

は
そ

の
差
に
対

し
て

皮
膚

の
細

い
血
管

の
循
環
機

能

が
う
ま
く

働

か

な
く

な
っ
て

、
血
流

が
悪

く
な

り
し

も
や
け
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

ま

た
、
凍

傷

の
よ
う

に
厳
寒

の
状

態

で
発

症
す
る

の
で
は
な

い
の
で
、

し

も

や
け
は
暖

か
な

九
州

や
沖
縄

地

方
に

も
見
ら

れ
ま

す
。

し
も

や
け

に
は
、「
樽

柿
型

」
と

呼

ば

れ
手

足

が
あ
た

か
も
熟

れ
た

樽
柿
の
よ
う
に
赤
く
腫
れ
上
が
り
、

皮
膚
表
面
は
ひ
び
割
れ
、
水
ぶ
く

れ
や
潰

瘍
を

つ
く
り

、
痛

々
し

い

症

状
と

な

る
も
の

が
あ
り

ま
す

。

ま

た
、「
多
型

紅
斑

型
」
と
呼

ば

れ
、

わ
ず
か
に
し
こ
り
を
持
っ
た
赤
い

斑
点
を
生
じ
る
も
の
も
あ
げ
ま
す
。

ど
ち
ら

の
病

型
も
か

ゆ
み

が
ひ
ど

く

、
暖

ま

る
と

さ
ら

に
ひ

ど
く
な

り

ま
す

。

し

か
し
、

最
近

は
暖
房

設
備

が

完

備

さ
れ
、

栄
養
状

態
も

向
上
し

防

寒

具
の
優

れ
た
も

の

が
で
き

た

た
め
、
赤
く
腫
れ
上
が
る
ひ
ど
い

し

も

や
け
は
見

ら

れ
な
く

な
り
ま

し

た

。
　
　
　
　
　
　

ブ

体
質
に
関
係

し
も
や
け
は
、
貧
血
気
味
で
低

血
圧
の
や
せ
型
の
人
に
よ
く
見
ら

れ
ま
す
し
、
親
子
で
起
こ
り
や
す

い
遺
伝
的
素
因
も
あ
り
ま
す
。
子

ま
ず

、
局
所

皮
膚

の
温
度

差
を

な

く
す
こ

と

が
大
切

で
す

。
例
え

ば
、
温

か

い
お

湯
で
手

を

洗

っ
た

後

水
分

を
よ
く

ふ
き
取

ら

ず
に
湿

っ
た
状
態

に
し

て
お

い
た

り
、
運

動

後
の
汗

で
ま

み

れ
た
足

を
そ

の

ま

ま
に
し

て

お
く
と

、
皮

膚
の
温

度

は
急

激
に
低
下

し

ま
す

。
手
足

が
濡

れ

た
ら

、
乾

い
た

タ
オ
ル
で

よ

く
ふ

き
、
靴

下

が
湿

っ
た
ら
ま

め
に
取

り
替
え

ま
し

ょ
う

。
ま

た

、

日

ご
ろ

か
ら
手

足
を

温
か

い
お
湯

と

冷
た

い
水

に
交
互

に
漬

け

る
方

法

に
よ

っ
て
末

梢
循

環

の
強
化

に

努

め
、

秋
口

か
ら

ビ

タ
ミ

ン
Ｅ

剤

を

予
防

的
に
取

る

の
も
よ

い
と
思

い
ま
す

。

し
も

や
け

が
暖

か

い
季

節
に

な

っ
て
も

自
然

に
治
ら

な

い
と
き

に

は
、
膠

原
病

な
ど

の
別

の
疾
患

が

原

因
と

な

っ
て

い
る
こ
と

も
あ

り

ま

す

。
専
門
医

に

相
談
し

て
く

だ

さ

い
。

（
松

戸

市
医

師

会

）

●
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

1
2
月
４
日
金
～
６
日
日
、
午
前
1
0

時
～

午

後
３
時
　

内

容
相
談

コ

ー
ナ

ー
（
健
康
・
子
育
て
・
福
祉
に
関
す

る
こ
と
）
　
・
作
品
展
示
・
創
作
体
験

・
障
害
体

験

・
オ
セ

ロ

ゲ
ー
ム

・
起

震
車
体
験
な
ど

障
害
福
祉
週
間
と
は

1
2月
３
日
～
1
2月
９
日
ま
で

の
一
週
間
は
、
障
害
者
週
間
で

す
。
障
害
者
自
ら
の
自
立
と
社

会
参
加
へ
の
意
欲
や
、
市
民
の

障
害
者
問
題
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
高
め
る
た
め
の
運
動
期

間
で
す
。

●
講
演
会

1
2
月
６
日
日
午
後
１
時
～
２
時
3
0

分

会
場
三
階
ホ
ー
ル
　
演
題
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心
　
講
師
㈱
富
士

福
祉
事
業
団
理
事
長

・
枝
見
静
樹
氏

※
費
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

ｒ

ど
も
に
起
こ
り
や
す
く
、
ま
た
、

大
き
く
な
る
に
っ
れ
て
男
性
は
少

な
く
な
り
、
女
性
に
多
く
な
り
ま

す
。

日
常
生
活
で
の
予
防
法

最
近
の
し
も
や
け
の
症
状

森
の
ホ
ー
ル
で
2
1
で
開

催Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

｢障害者週間｣事業

JＲ新八柱駅・新京成

八柱 駅から徒歩15分

八柱駅南口から新京

成バス小金原団地行き

で「公園中央口」下車

※駐車場は混雑します

ので、電車、バスを

ご利用ください。
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※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

講
座
・
講
演

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表FAX は……363-3200 番
( 松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 番 で す)

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/matsudo/

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

講習日 対象施設 対　象 会場 費用

11年

2/ 4木

午前
給油取扱

所

危険 物取 扱 者免

状所 持者のうち 、

危険 物取 扱 作業

に 従事し てい る

人 で 、免状 の交

付 を 受 け た 日 、

または 講 習 を受

け た 日 か ら3 年

を 経 過し よう と

し ている 人な ど

千葉

市
文
化
セ
ン
タ
ー

（千

葉
市
中
央
区
中
央
）

四千

七
百
円

（県

収
入
証
紙
で
）

午後 その他

2/12金

午前 その他

午後
コンビナ
ート

1
2
月
７
日
月
～
1
1
日
金
の
間
に
、

受

講

申
請

書

（
消

防

局

・
各
消

防
署

で
配

布
）
　・
免
状

・
印

鑑

・
県

収
入

証
紙
（
市

役
所

内

銀
行

・
東

葛

飾
古

庁

・

警
察

署

で

販

売

）
を

持

っ
て

、

消
防

局
内
松

戸
市

危

険
物

安
全

協
会

（
　
3
6
3
・
1
1
1
1
番
）
へ

「

七

カ
国

語

で

話
そ

う
」
講

演

会

①
1
2
月
３
日
木
午
前
1
0
時
～
正
午

②
1
2
月
５
日
土
午
後
２
時
～
４
時

会
場
①
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

②
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
誰
で
も

い

く
つ
で
も
言
葉
を
自
然
に
話
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
　
費
用
無
料

※
託
児
あ
り

言
語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
ラ
ブ
・
岩
佐
　
3
4
8
・
4
7
6

2
番

俳
画

体

験

教

室

①
1
2月
９
日
水
午
後
１
時
～
３
時

②
1
2
月
1
1
日
金
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
①
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
②
常

盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
持
ち
物
筆
・

白
い
皿
・
古
タ
オ
ル
　
費
用
五
百
円

（
材
料
費
）

※
サ
ー
ク
ル
結
成
を
希
望

圃
電
話
で
前
田
　
3
8
8
・
5
3
5
7
番

（
午
後
５
時
以
降
）
へ

動
く
物
価
教
室

1
2
月
1
5
日
火
午
前
９
時
3
0
分
J
R
千

葉
駅
前

集
合
（
午

後
４
時

解
散
）
　
内

容
東
京
エ
ア
カ
ー
ゴ
・
シ
テ
イ
ー
・

タ

ー
ミ
ナ

ル
、
京

葉
食

品
コ

ン

ビ
ナ

ー
ト

、
サ

ッ

ポ
ロ
ビ

ー
ル

㈱
千

葉
工

場

の
見

学

対

象
県

内
在

住
で

十
八

歳
以

上

の
人
　

定

員
四

十
人
（
抽
選

）

費
用
無
料

1
2
月
４
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性

別

・
職
業

・
電
話

番
号

・
「
動

く
物

価
教

室
参

加
申
し

込
み

」
と

記

入
し
て
、
〒
2
6
0
－
8
6
6
7
千
葉
市

中
央
区
市
場
町
一
の
一
県
庁
県
民
生

活
課
企
画
調
整
班
（
　
0
4
3
・
2
2
3
・
2

2
9
9

番

）

へ

講

演

会
「
千

年
の

街

を

つ

く

る
」

1
1
月
2
6
日
木
午
後
７
時
～
８
時
4
5

分
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
講
師
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
社
長
・
神
近
義
邦
氏

定
員
先
着
千
人
　
費
用
無
料

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
松
戸

商
工
会
議
所
　
3
6
4
・
3
1
1
1
番
F
A
X

3
6
5
・
0
1
5
0
番
へ

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
．

人
工
膀
胱
保
有
者
）
社
会
適
応

訓
練
講
習
会

1
2
月
５
日
土
正
午
～
午
後
４
時

会
場
鎌
ケ
谷
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
内
容
①
補
装
具
相
談
コ
ー
ナ

ー
②
講
演
＝
　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
千
葉
県
支
部
・
藤
田
昌
宏
氏
「
大

腸
が
ん
の
予
防
と
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

が
気
を
つ
け
る
こ
と
」
③
個
別
相
談

対
象
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の

家
族
費
用
無
料

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉
県
支

部
事
務
局
　
０
４
７
４

・
5
2・
6
4

3
3
番
（
月
・
火
・
金
曜
日
の
み
）

12 月７日(月)午前10 時～ 午後IE 侍

会場小金保健センター　内容カルシ

ウムの取り方を調理実習を行いなが

ら学ぶ　定員先着30人　費用無料

電話で小金保健センタ

346 一5601 番へ

お
知
ら
せ

愛
の

献

血

①
1
2
月
３
日
木
午
前
９
時
3
0
分
～

1
1
時
4
5
分
と
午
後
１
時
～
４
時
②
1
2

月
５
日
土
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時
4
5

分
と
午
後
１
時
～
３
時
丿
分

会
場

①
マ
ブ
チ
モ

ー
タ
ー
講
堂
曇
櫺
台
市

民
セ
ン
タ
ー

醫
健
康
課
　
3
6
6
・
7
4
8
7
番

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1）
講
座

講　座　名 日　時 定員／費用

ワー

プ
ロ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

パソコン ・
ワープロ入門講座

①12/1火・2水　　午

前

②12/14月・15火　

午後

各10人
6,000円

Windows95 入門講座
①12/3木・4金　　

午後

②12/24木・25金

午前
ワープロ

ソフト
一太郎入門講座

12/ 5土･12日　　土曜

各10人
12,000円

(10,000 円)

ワープロソフト

Word 入門講座　
12/8火・9水　午前
10木・11金

裹計算ソフト
Lotus1-2-3入門講座

12/17木･18金
21月・22火　　　午後

表計算ソフト
エクセル入門講座

12/16水・17木　午前
18金

10人

10,000
円

(8,000 円)

※午前=午前9時30分～午後O時30分、午後=午後1時30分～4時30分

土曜=午前9時30分～午後4時30分

マッ

キ
ン
ト
ッ
シ

ュ

パソ

コ
ン
講
座

初心者入門講座
12/14月･15火　　

21(月)･22(火)　　午後 各5人

15, 000円
初級講座 12/ 7月・8火9水･10 木　　　午後

※午前=午前9時30分～正午、午後=午後1時30分～4時

高齢

者

向け

講

座
ゆっくリ楽しくパソコン教室
(対象65歳以上)

12/24木・25金
午後10#3O 分～4時

5人
7,000円

出
願
期
間
1
2
月
2
1
日
月
～
1
1
年
１

月
1
8
日
月
試
験
日
１
月
2
6
日
火
。

2
7日

水

資
格

高
等

学

校
卒
業

（
見

込

み
を
含

む
）

ま
た

は
文

部
大
臣

が

同
等

以
上

の
学
力

を
有

す

る
と
認

め

た

人
　

募

集
人
数
三

十
人
（
男
子

可
）

成
田
赤

十
字

看
護

専
門
学

校
　

０

４

７
６

・
2
2
・
2
3
1
1

内

線
3
8
1
番

国
の
教
育
ロ
ー
ン
・
年
金
教
育

資
金
の
ご
利
用
を

362-2050 番

期　　間 内　　　　　容

平成11年1/15祝まで

維新後の徳川慶喜・昭武

30 歳で江戸幕府最後の将軍となった慶喜。 維新後の46 年

間に焦点を合わせ、77 歳（大正2 年）で亡くなるまでの、知

ら れざる 慶喜の暮らし や一族との交 流を紹介し ます。

入館時間…午前９時30 分～午後４時30 分（月曜日は休館。ただし 、祝日は開館し 翌日休

館）

入館料…一般60 円 、高大学生40 円 、小中学生20 円

※毎月第２･４土曜日は小中学生の観覧は無料です。

対
象
厚
生
年
金
保
険
お
よ
び
国
民

年
金
に
十
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人

融
資
額
学
生
・
生
徒
一
人
当
た
り
①

厚
生
年
金
保

険
加
入
中
の

人
＝
百
万
円

以
内
②
国
民

年
金
加
入
中

の
人

＝
五
十

万
円
以
内

平
成
１１
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学

校
学
生
募
集

※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です。

11月25日水午前9時から、松戸地域職業訓練センター（小金原1の19の3　349－3200

番）窓口で受講料を添えて、先着順に受け付け。

願
書
受
付
1
1
年
１
月
８
日
金
ま
で

対
象
県
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
人

で
学
習
の
成
果
を
地
域
活
動
で
役
立

て
る
な
ど
社
会
参
加
意
欲
の
あ
る
人

内
容
①
一
般
課
程

（
福
祉
科
・
生
活

科
・
園
芸
科
・
陶
芸
科
）
②
通
信
課

程
（
福
祉
生
活
科
）
　
定
員

①
千
八

百
人
②
五
百
人
費
用
無
料
（
実
習

費
等
の
負
担
あ
り
）

※
入
学
案
内
は
市
な
が
い
き
課
と
各

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
東
葛
飾
支

庁
社
会
福
祉
課
窓
口
で
配
布
。

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
0
4
3

・
2
6
6
・
４
７
０
５
番

利
率
年
二
・
三
％
（
Ｈ
月
1
0
日
現
在
）

返

済
期
間
八
年

以
内

千

葉
県
年

金
住
宅

協
会
　
0
4
3・

2
2
5
・
８
１
６
７
番

国

の

教

育

ロ

ー
ン

（
国

民

金

融

公

庫

）
の

ご
利

用

を

対
象
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
な
ど
へ
入
学
す
る

人
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人
の
保
護

者
　
融
資
額
学
生
・
生
徒
一
人
当
た

り
二
百
万
円
以
内
　
利
率
年
二
・
三

％
（
1
1
月
1
0
日
現
在
）
　
返
済
期
間

八
年
以
内

国
民
金
融
公
庫
松
戸
支
店
　
3
6
7
・

1
1
9
1
番

期
間
1
1
年
３
月
2
1
日
日
～
４
月
３

日
土
　
派
遣
先
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ

・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

松戸の特産品の｢矢切ネギ｣と｢小金あじさい

ネギ( 葉ネギ)｣は全国的に有名で、高級料 亭な

どでも広＜使われています。ぜひ一度ご賞味く

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
南
ア
フ
リ
カ

内
容
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
と
体
験
授
業
を

通
じ
て
国
際
感
覚

を
養
う
　
申
込
期

限
1
1
年
１
月
2
7
日

水
　
費
用
二
十
二

万
上

二
十
八
万
五

千
円

国
際
青
少
年
研
修
協
会

こ
咼
田

0
3
・
３
３
５
９
・
8
4
2
1
番

ださ い。

へ 、

｀`へ･へ、
ヽ

丶丶丶丶

価格

(送料別)
申し 込み先

矢切ネギ

泥ネギ葉

付き

7k9 入り

2,000円

松戸市農協経済センタ

ー　341-5151番、ま

たは同農協吝支店へ

(土･ 日曜日、祝日を除

く)

あじさい

ネギ（葉

ネギ）

葉ネギ

1.5kg入り

1,300円

千葉小金農協経済課　

342 ―1079 番へ（土･

日曜日、祝日を除く）

申込挺毆 …12月16日(水)

引き渡し・発送…12月3日木～24日(木)

保
健
・
衛
生

チャンネル

小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
海

外
派
遣
事
業
参
加
者
募
集

見

つ

け

よ

う

い

い
色

イ
ン

松

戸

1
2
月
５
日
土
午
後
１
時
3
0
分
か
ら

会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
り
交
流
室
（
　

松
戸
市
都
市
整
備
公
社
内
）
　
内
容

松
戸
の
「
イ
イ
イ
ロ
（
良

い
色
）」
に

つ
い
て
考
え

る
「
松
戸
の
色
彩
を
考

え
る
会
」
の
発
足
準
備
会
　
費
用
無

料
松
戸
の
色
彩
を
考
え
る
会
　
3
6
6
・

6
1
1
3
番

ふるさと便
松戸特産のネギを販売

平
成
１１
年
度
成
田
赤
十
字
看
護

専
門
学
校
看
護
学
生
募
集

千

葉

ス

ト

ッ

プ

エ

イ

ズ

講

演

会

1
2
月
６
日
日
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
（
午
後
１
時
受
け
付
け
）
　
会

場

さ
わ

や
か
ち

ば
県
民

プ

ラ
ザ
（
柏

市
）
　

内

容
講
演

「
ド

ク
タ

ー
岩

室

と

パ
ト
リ

ッ

ク
の
正

し

い
ト

ー
ク

シ

ョ

ー
～

い
ま

、
あ

な
た
と

考
え

た

い

～
」
　
講
師
岩
室
紳
也
医
師
と
感
染

者
の
パ
ト
リ
ッ
ク
氏
定
員
先
着
百

八
十
人
　
費
用
無
料

電
話

で
松
戸

保
健
所

疾
病

対
策
班

3
6
1
　
2
1
2
1番

へ

介

護
ミ

ニ

教

室
と

相

談

会

1
2
月
７
日
月
・
2
1
日
月
①
干
前
1
0

時
～
正
午
＝
介
護
ミ
ニ
教
宰
②
午
後

１
時
～
３
時
＝
介
護
相
談
会
　
会
場

松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
(
松

戸
栄
郵
便
局
二
階
）
　
内
容
社
会
福

祉
士
・
介
護
福
祉
士
に
よ
る
介
護
の

仕
方
と
相
談
　
定
員
各
先
着
①
十
人

②
一
人
　
費
用
無
料

※
両
方
の
申
し
込
み
可

電
話
で
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ

ン
タ
ー
　
3
6
0
・
6
6
1
2
番
へ

健康づくり講座

「カルシウムをしっかりとろう」



広報

常

盤
平

老

人

福

祉

セ
ン

タ

ー
年

忘

れ
演

芸

大

会

1
2
月
５
日
土
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
４
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
詩
吟

・
民
謡
・

ダ
ン
ス
ほ
か

啓
乕

無
料

常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
3
8
6

・
0
2
0
1
番

永
田
博
義
写
真
展
「
偕
楽
園
逍

遥

」1
1
月
2
6
日
木
～
1
2
月
１
日
火
午
前

1
0時
～
午
後
６
時

会
場
ア
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
（
伊
勢
丹
松
戸
店
九

階
）
　
内
容
水
戸
偕
楽
園
の
四
季
の

写
具
を
展
示
　
費
用
無
料

ひ
ま
わ
び
友
の
会
・
瑞
慶
山
　
3
6
0

・
2
4
2
2

番

安
全

で

安

心

し
て

暮

ら
せ

る
街

づ
く

り

キ

ャ

ン

ペ

ー
ン

1
1
月
2
8
日
土
午
前
1
1
時
～
午
後
１

時

会

場
ダ
イ
エ
ー
新
松
戸
店
前
広

場

内
容
消
火
訓
練
・
防
犯

パ
ト
ロ

ー
ル
・
炊
き
出
し
ほ
か
　
費
用
無
料

新
松
戸
防
犯
協
会
・
池
田
　
3
4
4
・

7
8
6
3
番

①

野
鳥

観

察

会

（
八
柱

霊

園

）

1
2
月
６
日
日
午
前
８
時
J
R
武
蔵
野

線
新
八
柱
駅
前
ま
た
は
８
時
3
0分
八

柱
霊
園
入
口
集
合
、
1
1
時
3
0
分
現
地

解
散
（
雨
天
中
止
）
　
持
ち
物
筆
記

用
具
、
観
察
用
具
ほ
か
　
費
用
無
料

⑦
野

鳥

の

ス

ラ

イ

ド
映

写

会

1
2
月
６
日
日
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時
3
0分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
無
料

ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

3
4
5
・
9
8
4
6

番

エ
ン

ジ

ョ
イ

ー
ウ

イ

ー

ク

エ
ン

ド
1
1
月
2
8
日
土
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
県
立
手
賀
の
丘
少
年
目
然
の
家
（
東

葛
飾
郡
沼
南
町
泉
匸
一
四
〇
の
一
)

内
容
ネ
ー
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
上
映
（
午
前
1
0時
と
1
1時
）

費
用
無
料

県
立
手
賀
の
丘
少
年
目
然
の
家
　

０
４
７
１
・
9
1
・
１
９
２
３
番

松

戸

ギ

タ

ー

ク
ラ

ブ
定

期

演

奏

会
1
2
月
５
日
土
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時

会

場
市
民
劇
場

内
容
ギ
タ
ー

演
奏
　
費
用
無
料

松
戸
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
・
飯
島
　
3
4
4

・
5
1
3
6

番

健

康

カ
ラ

オ

ケ

コ
ン

テ

ス

ト

決

勝

大
会

1
2
月
1
0
日
木
午
後
６
時
～
９
時

会
場
市
民
劇
場
　
費
用
入
場
無
料

※
先
着
百
人
に
紅
白
饅
頭
を
進
呈

健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨
永
　

3
4
1
・
３
６
２
３
番

松

戸
市

音

楽

協
会

「
音

楽

祭
」

1
1
月
3
0
日
火
午
後
１
時
～
５
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
器
楽
合

奏
・
歌
・
大
正
琴
演
奏
ほ
か
　
費
用

無
料松

戸
市
音
楽
協
会
　
3
8
3
・
0
1
1

1
番

コ

ー
ル

ー
モ

ア
コ

ン

サ

ー
ト

1
2
月
５
日
土
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内
容
飯

野
淳
也
氏
指
揮
に
よ
る
コ

ー
ラ
ス

費
用
無
料

コ
ー
ル
ー
モ
ア
こ
西
尾
　
3
4
3
・
8

4
4
0
番

松
の

実

コ

ー
ラ

ス

定

期

演

奏

会

1
2
月
６
日
日
午
後
３
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館

内
容
ｃ
ｏ

Σ
Ｍ
ｏ

Σ
と
混
声
費
用
無
料

松
の
実
コ
ー
ラ
ス
・
稲
村
　
3
6
6
・

0
0
1
7
番

松
飛
冶
学
童
保
育
所
学
童
ま
つ

1
1
月
2
9
日
日
午

前
1
0時
～
午
後
１

時
（
雨
天
決
行
）

会
場
松
飛
台
小
学

校
正
面
玄
関
広
場

内
容
子
ど
も
の
遊
び
コ

ー
ナ
ー
・
バ

ザ
ー
・
模
擬
店
ほ
か

松
飛
台
学
童
保
育
所
　
3
8
7
・
6
9

7
9
番

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
演
芸

会

1
2月
５
日
出
午
後
２
時
開
場

会

場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
琵
琶

演
奏
・
落
語
費
用
無
料

※
寄
付
金
は
市
福
祉
関
連
事
業
へ
寄

付
し
ま
す
。

六
実
興
友
会
事
務
局
・
書
問
3
8
5

・
2
1
5
1

番

県
立
現
代
産
業
科
学
館
催
し
物

以
上

の
子

ど
も
と

そ
の
保
護

者

定

員
先
着
三

十
組
（
八
十
人
程

度
）
　

持

ち
物
運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴
(
上

履

き
を
含

む
）
　・
寝
間

着

・
健

康
保

険
証
ほ
か
　
費
用
二
千
五
百
円
（
食

事
代

・
材

料
費

・
保
険

料
等
）

1
2
月
７
日
月
ま
で
に
、
電
話
で
県

立

流
山

青
年

の
家
　

０

４
７
１

・
5
9

・
2
0
0
4

番

（
午
前

９
時
～

午
後

４
時
3
0
分
の
間
に
）
へ

日　時 内　容 対象／定員 費　用

12/ 6(日)

午後1時30分～2時30分
サンデーエ作教室

小学生20人

(当日先着)

200 円

(保険料等)

12/12土

午前10時50分～正午

産業たんけん隊（当館の展示物を

使った館内オリエンテーリング）

小学生20人

(当日先着)
無料

12/13(日)

午後1時～2時
サイエ ン スシ ネマ「アフ リカ の掟」

150人

(当日先着)

12/20(日)

午前10時30分～正午

身近な サ イエン ス教 室｢ デンキ君と

遊ぼう｣

親子(小学生まで)

20 組 （要予 約）

200 円

(保蹊料)

12/23祝

正午～午後1時

クリ スマスコン サート （学生に よる

クリスマスミ ュージ ツクの生演奏）

150人

(当日先着)

無料
12/23(祝)

午後1時30分～3時
クリスマス実験講座 80人( 要予約)

12/24木・25金

午後1時～3時
キッドシネマ

150人

(当日先着)

唖]電話またはファックスで県立現代産業科学館( 本八幡駅下車徒歩拓分)？379-
2005 番M379-2221 番へ

博物館

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

コ

ス

モ

ス

（
健

康

体

操

）

体

験

教

室1
2
月
１
日
火
・
８
日
火
・
1
5
日
火

〔
全
三
回
〕
、
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時

会

場
和
名

ケ
谷

ス

ポ
ー

ツ
セ
ン

タ

ー

対
象
女
性
費
用
一
回
三
百
円

当
日

会
場

で

コ
ス
モ
ス
・
鈴
木
　
3
6
5
・
9
5
0

7
番

1
1
月
３
日
日
、
1
2
月
６
日
日
〔
全

二
回
〕
、
午
前
1
0時
～
正
午
　
会
場

江

戸
川

且

郷
有
料
橋
下
）
　
対
象

高
校
生
以
上
土

二
十
歳
ま
で
の
女
性

（
初
心
者
可
）
定
員
先
着
十
人
費

用
二
千
円

1
1
月
2
8
日
土
〔
必
着
〕
ま
で
に
。

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所

・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
0

－
0
0
2
1

松
戸
市
小

金
原
三

の
一
八
の
二
二
の
三
〇
三
松

戸
市
カ
ヌ
ー
協
会
・
岡
田
威
夫
（
　

F
A
X
3
4
2
・
9
4
3
9
番
）
へ

寺

島

文
化

会
館

展

覧

会

①
1
2
月
３
日
木
～
1
5
日
火
②
1
2
月

1
7
日
木
～
2
7
日
日
、
各
午
前
９
時
～

午
後
９
時

会
場
寺
嶋
文
化
会
館
（
柏

駅
下
車
徒
歩
三
分
）
　
内
回

申
山
本

宣
子

・
油
絵
展

咨
十
村
由
紀
子
・
Ｔ

Ａ
Ｐ
Ｉ
ｓ
ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
展
　
費
用
無

料
締
寺
島
文
化
会
館
　
０
４
７
１
・

ｃ

・
6
1
5
3

番

期　　間 内　　容

12/1火～27(日)午後1時15分・

3 時15 分 から上 映　　　　 ，

(土 ・日 ・祝 日は 午 前11 時

か らも 上映)

ハ イビ ジ ョン 映像 「 永遠 の マエ スト ロ/ イタ リ ア美 術 紀行　 ル ネ サ

ン スの巨 匠レ オナル ド ・ダ ・ヴィン チ」（上映 時 間41 分）

1月 ：「 永遠 のマ エ スト ロノ イ タリ ア美 術 紀行　 美 の 調和 の画 家 ラ

フ ァエ ロ 」（上映時 間41 分）　 会場講 堂　 観 覧無 料

※12/2水午後3時15分からの上映は、都合により中止します

12/6 日午前11 時・午後2時か

ら各1時間

博物館館内公開

内容収蔵庫・作業室・くん蒸庫など展示室以外の施設を見学 定員

各先着15人

11月25日水午前10時から、電話で博物館館内公開係　384-8272
番へ

休 館日 月曜日 （祝 日は 開館し 、翌 日休館 ） ・第4 金曜日 ・年末 年始 （12/28 ～1/4)

開 館時間 午前9 時30 分～ 午後5 時 （入館は 午後4 時30 分 まで）

常設展観覧料一般300円（240円)・高大学生150円（100円)・小中学生100円（60円）＜（　）内は団

体料金/20 人以 上 ＞　 ※毎月第2 ・4 土 曜日は 小中学 生の 観覧 は無 料で す。

ガ イド ツアー（展示 解 説）毎 日午 前10 時 ・午後2 時 から30 分間 （参加者 は観 覧料 が必要 です）
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広報

期　日 内 容　 （☆印は有料） 開演持圜 問い合わせ先

11/28土ゆうまつどフォーラム 13:30 市女性センターゆうまつど364-8778 番

29(日)民謡民舞発表会 10:00 本田直美　　　　　　371-2195 番

12/ 5土 松戸ギタークラブ定期演奏会 13:

30

飯島千章　　　　　　344-5136 番

6(日)音楽コンサート 16:00 岡部浩　　　　　　　347-6151番

9

水

人権講演会 14:00 市援護課　　　　　366-7347 番

10木 健康カラオケコンテスト 18:0

0

冨永くに子　　　　　341-3623番

11金 聖徳大学フォークソング定期寅奏会 16:

30

田口景子　　　048-794-1600番

12( 土)グ レープ絲音チャリティーコンサート　☆ 14

:0

0

中山利子　　　　　　392-5232 番

13(日)ピｱ ノ発表会 14:CO  金森真弓　　　　　　344-5189番

16水 ミュージカル発表会 16:

00

有光恵津子　　　　　346-0044 番

18金 きしきギター教室アルハンブラをひく会15:

30

吉敷則忠　　　　　　363-5439 番

19土 童謡]昌歌を歌う会 13:

00

高橋信吉　　　　　　363-2606 番

19土 ピｱ ノ音声発表会ホワイトコンサート 18:CO  前田るか　　　　　　344-6872番

※月曜日は休館

松戸市の市外局番は　　　 です。

？367-7810 番

期　　間 内　　容 問い合わせ先

11/29日まで グループ Ｋ展 グループK　　　　　　　388-5729 番

29(日)まで グループ樹展 グループ樹　　　　　　343-4662 番

12/ 1火～6(日) ＪＲＰ松戸写真展「海月」 ＪＲＰ松戸支部　　　　345-7287 番

2火～6(日) 松戸地方特殊教育連盟合同作品展 教育委員会指導課　　　366-7458 番

8火～13(日)みのり写真会作品展 みのり写真会　　　　　368-9709 番

9水～13日 「ラディカル」作品展 ラディカル　　　　　　361-0731 番

11金～13(日)聖徳大学美術部絵画展 俵谷　　　　　　　　　361-4005 番

15火～20(日)日藝書道展 日藝書道連盟　　　　　368-7171 番

15火～20⑧ 百和会水墨画展 百和会　　　　　　　　362-3672 番

開館時間…午前10 時～午後6時　※月曜日は休館

368-1237 番

期　日 内　容　　（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

11/28 土 第8回尾崎一夫歌謡教室音楽祭 14:

00

尾崎一夫歌謡教室　363-1220 番

12/ 4金 松戸乳児センタークリスマスコンサート☆ 18:00 松戸乳児センター　362-7610 番

6(日) 松の実コーラス第6回定期演奏会
15:0
0

松の実 コー ラス ・稲 村

366-0017 番

12土
クリスマスコンサート　メサイア

あびこトワーニ合唱団
18:00

あびこトワーニ合唱団・柴田

387-5774 番

13日 松戸国際高等学校OB 吹奏楽部第5回演奏会 13:30
OB 吹奏楽部・目黒

388-5580 番

19土
東京 バレエ 劇場附 属 松戸 バレ エ 研究所 公演

会「 眠れる 森の 美女～ 全幕～ 小 品集」
17:30

松戸バレエ研究所 一関山

363-0697 番

劇団飛行船　　0120-810-530番20(日)
劇団飛行船マスクプレイミュージカル

「ロビンフツドの冒険」　　　　　　　 ☆
11:00

23祝
KAWAI Instructors Concert '98
～聖夜ノオクリモノ～　　　　　　　　☆

16:00
カワイ柏音楽教室

0471-67-2749 番

※月曜日は休館

384-5050 番

？345-8900 番

＼
＼、 期　　　間 内　　　　　容

展

示

12/1火～6(日) 「花とみどりの日本画展」日本画三彩の会

8(火)～19土
「街と水辺の花づくリコンクール入賞作品展」財まつど

街と水 辺の 緑化 基金

22火～27(日) 「ネイチャークラフト展」　坂本政美氏

観

察

会

12/6(1日)午前10 時～11時30 分 野草ウォッチング　講師…自然解説員・川端祥子氏

12土午後2時～3時 季節の見どころ歩き　講師…パークセンター職員

19土午前10時～11時30分 バードウォッチング　講師…自然解説員・首藤美恵子氏

当日パークセンターで　定員先着25人　費用無料　※雨天中止

相談
毎週水 ・土 ・日曜日と祝日 、午前10

時～正午と 午後IE侍～ 午後3 時30 分

みどり の相 談員 による 花や 緑に 関する 相談( 電話 でも受

け付け ま す)

開館時間…午前9時～午後4時　※月曜休館

市社会教育課　366-7462 番

期間；　　　11/26木まで 11/27金～12/10木 12/11金～24木

東
日本画 サーク ルふきの とう展

松井　385-8266 番

墨松会展

若松　364-7736 番

押し花＆粘土作品展

山根　368-1269 番

西
フランス水彩と俳句展

大井　363-3185 番

シャドーボックス作品展

小田島　365-2366 番

シャドーボックス作品展

内村　343-3672 番

戸定歴史館の催し物は6面を、博物館は7面をご覧ください

期　日 内　容　　（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ

｜ル

11/26木
｢千年の街をつくる｣

ハウステンボス㈱神近義邦氏講演会
19:00

松戸商工会議所・川口

364-3111 番

27金 伊藤多喜雄コンサート　　　　　　☆ 18:30 労音東葛センター　365-9911 番

29(日)親子まんが映画会　　　　　　　　☆ 14:00
教育映画アニメランド

045-901-4403 番

12/ 4金 金子由香利リサイタル ’98　　　　☆ 19:00 労音東葛センター　365-9911 番

5
土

早稲田大学アン サンブ ルギタール

第33 回定期演奏会
17:30

早稲田大学アン サンブルギタ ール

・風間　　　0489-41-4522番

13(日)前進座公演「蓮如」　　　　　　　 ☆ 14:

00
助松戸市文化振興財団

384-5050 番20(日)
ニユーフィル千葉「クリスマス・コン
サート　　　　　　　　　　　　☆

14:00

23祝
ノヴォシ ピリ スク オペ ラ 、バレ エ 劇場 バ

レエ 団 「白鳥 の湖 」　　　　　　　 ☆
18:00

東京バレエ劇場バレエ団

03-3361-7531 番

小ホール小
ホ

｜ル

11/26木 無農薬野菜松戸フォーラム'98 14:00
松戸市無農薬栽培研究会事務局

341-5151番

29日 松戸市音楽協会音楽祭 13:00 松戸市音楽協会　　'383-0111 番

12/ 2水 加藤元章フルートコン サート　　　☆ 19:00 労音東葛センター　365-9911 番

5
土

コール・モアコンサート
14:

00

コール・モア・浦尾

343-8440 番

6(日)
ファミリーのための名曲コンサート

高井滋陽バリトンリサイタル　　　☆
14:00

松戸クラシック音楽を楽し む会 一

大谷　　　　　　　　362-3775 番

10木
オペラアリア　ニ重唱の夕べ　　　☆ 18:30

小金原でオペラを聴＜会（小金原

病院）・八反丸　　341-1171 番

11金

12土

タブラトゥーラがやつてくる！　　☆ 19:00 松戸市音楽協会　　'383-0111 番

ステラバレエゲループクリスマス発表会 16:00 谷口純子　　　　349-4406 番

13(日)楊興新胡弓コンサート　　　　　　☆ 18:00 ヤン企画　　　03-3618-5404 番

19土
フ ァン タステ ィッ クコン サ ート（ピ ア ノ

・エ レ クト ーン 発 表会）
15:30 池本幸子　　　　　368-0245 番

20月 クリスマス・コン サート 10:00 石崎俊子　　　　347 －8880 番

22火
劇団天童「Ｉ　ＬＯＶＥクリスマスキャロ
ル」　　　　　　　　　　　　　 ☆

18:30

劇団天童　　　　　387-8716 番
23祝

11:00

15:00

25金 ピアノ・エレクトーン発表会 11:30
鎌ヶ 谷中央音楽教室・中田

0474-44-2704 番

※月曜日は休館

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖 相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室 市

民相

談
室

366
・
７
３
１
９
番

奈金

銭
問
題
の
相
談
も
行

い
ま
す。

人権相談

第1 ～ 第4 金 曜 日
－‥一一-･

午前10時～午後3時

市役所暗ｺｰﾅｰ 千

葉

地

方

法

務

局

松

戸

支

局

市
援
護
課
庶
務
係366

・
７
３

４
７
番

市政･一般
-
午前8時30 分～午後5 時 7月 馬橋支 所

1(火) 六実支 所
法律t目談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市役

所
相
談
コ
ー

ナ
ー

1火
小 金 支 所

一一 一　 一 一 一一一　一一一･
常 盤 平 支 所

第1月曜日 午前9時～正午
2(水)

税務相談 第2金曜日 午後1時～5時
2冰） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 3沐） 小金原市民ｾﾝﾀｰ

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(？363-6278 番)でも行っています。

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時 心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

鵯 所鱚ｺｰﾅｰ
社会

福
祉
協
議
会

368
・
０
５
０
３
番

外国人相談 第2・第4火曜日|　午前9時～正午 7(月) 馬橋支 所

六 実支 所
健ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

1月 小金支 所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
2(水)・16(水) 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(　361-4089 番)でも行っています。
2水・16水 新松戸市民センター

小金原市民センター

巡

回

年

金

相

談

1(火)

午前10時～午後3時

常 盤 平 支 所

一一　 －　-‥ 一一
小 金 支 所

国

民

年

金

課

適

用

係

366
・

７
３

５
２

番

※左

記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

3沐)・17水

4(金)
ゆ う ま つ ど

こころ の相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

( 相 談 室 直 通)

363-0505 番

8火 小金原支所 第2～第4木曜日

11(金) 馬 橋 支 所 第1木曜日 午後2時～8時

女性就 業相談 火･ 金曜日 午前10時～午後4時
15火 六 実 支 所

女性 パ ート

労 働 相 談
1(火)

午後1時30分～
午後4時30分

女性センター

364-8778番18(金) 新松戸支所

22(火) 矢 切 支 所 就学 相談( 予 約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

366-7461 番24木 東 部 支 所 教育 相談( 予 約制)

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活ｾﾝﾀｰ
365-6565 番

青 少年 相談( 電話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年 セ ン タ ー

363-7867番

育 児 相談

(すけくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松 戸 保 育 所
367-4646 番

青 少年 相談( 来所)

〔予約 制〕
午前9時～午後5時

少 年 セ ン タ ー
366-7464番

救急医療体制健康保険証をお忘れなく

◆テレ ホン 案 内サ ービ ス

〔当 日の医 療機関( 待機病 院 、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜
問歯科 診療所等) を案 内し てい ます〕

… …　366 －0010 番

平日 午後4時30分～翌日午前9時
休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所 …　368-3756 番

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……　365-3430 番

衛生会館内　午後８時～11 時

※住宅課　366-7366 番、商工観光課　366-7327 番

文化ホールギャラリー

21世紀の森と広場パークセンター

市民劇場

1998 年(平成10 年)11月25日

見に行こう　聴いてみよう
＝文化施設だより＝

森のホール21

松戸駅市民ギャラリー

368-0070番

お気軽にご相談ください　　　　　　12月の相談あんない　　　　　　※相談はすべて無料で
す。
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